
ボールゲーム蹴り教材０３
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①攻撃側は、ボールをゴールラインを越えるように蹴る。

②ゴールラインを通過したら１点。

③守備側は、足や手など、体を使ってブロックする。

④攻撃側全員が蹴り終わったら、攻守を交代する。

⑤回数を決め、得点を競う。

※対戦は４人対４人で行う。実態に応じて人数は変更する。

発展

・守備の範囲を狭くし、得点をしにくくする。

※待っている児童がいる場合、ゴールラインの少し後方に児

童を並ばせボール拾いをするように指示を出すとよい。

準備 ラインカー、ストップウォッチ、ボール、カラーコーン

ぬきっこボール蹴りゲーム

ねらい 相手の動きを予想して、自分の思い通りにボールを扱う。
時間 ２０分間

やり方

相手の間に

蹴るよ！

間に合う！



ボールゲーム蹴りシナ０３

１．準備
○ラインカー
○ストップウォッチ
○ボール
○カラーコーン

２．「ぬきっこボール蹴りゲーム」の進め方

①これから、ぬきっこボール蹴りゲームのルール説明を始めます。

②このゲームは攻撃４人と守備４人に分かれて行います。

③攻撃の人は、線上から、反対側のゴールラインに向かってボールをシ
ュートします。

④守備の人は、守備エリア内でボールを止めたり、キャッチして得点を
防ぎます。

⑤ボールがゴールラインを越えたら１点です。

⑥攻撃の人が全員シュートし終わったら、攻撃と守備の交代をします。

⑦シュートできる回数は、１回の攻撃につき、１人１回です。

⑧守備の人は、止めたり、キャッチしたボールをシュートされたボール
に当てて得点を防いではいけません。

⑨では、コートに移動します。
（コートの場所、対戦相手、並ぶ場所など事前に決めておき指示してく

ださい。）
⑩用意はいいですか？「よーい、始め。」

※説明は、実際に児童を使ってやり方を見せる方が分かりやすいと思い
ます。
できれば、その時に体の向きや蹴り方の見本を見せてあげてください。

※待っている児童がいる場合、ゴールラインの少し後方に児童を並ばせ、
ボール拾いをするよう指示を出すとよいでしょう。

発展
・守備エリアを狭くするなどコートの広さを変える。
・攻撃、守備の人数を変える。

「ぬきっこボール蹴りゲーム」の説明


